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1．はじめに
「人の内的事象」を捉える動詞（1），すなわち心理動詞には，（1 a）のよ
うにニ格をとるものと，（1 b）のようにヲ格をとるものがある。その格と
意味役割（2）に関して，ニ格は「誘因（原因）」，ヲ格は「対象」といった対
応があるとされてきた（寺村 1982，杉岡 1992，益岡・田窪 1992など）。
（ 1）a．物音ニ驚く／知らせニ喜ぶ
b．再会ヲ喜ぶ／戦争ヲ憎む
しかし一方で，格と意味役割にずれが生じている，「対象」のニ格も指
摘されている。寺村（1982 : 226−227）では，「恋スル，惚レル，アコガレ
ル，感謝スルのように感情を表わすもの」は「直接受身」になるというこ
とから，「対象」をニ格でとるとしている（3）。次の（2）に寺村（1982 :
227）の用例を挙げる。
（ 2）a．女は男から好かれ，男から惚れられるものよ。（山本周五郎「な
んの花か薫る」）
b．男ガ女ニ惚れる
心理動詞の格と意味役割に関しては，対応・ずれがそれぞれ指摘されて
きたが，両者の関係について整合的な説明がされるには至っていない。そ
こで，この論文では心理動詞の格と意味役割の対応・ずれを体系的に提示
することを目的とする。
２３
この論文は次のように構成される。まず次節では，考察の前提として，
この論文で扱う心理動詞について述べる。続く 3節では，「～ト」で示さ
れる引用節を伴う心理動詞（「引用構文」）に着目し，引用節と格標示され
た名詞句との関係によって，心理動詞の格と意味役割の対応・ずれを明ら
かにする。それにより，従来指摘されてきた，「直接受身」を基準として
区別されるニ格が，「引用構文」においても並行的に分析される。4節で
は，「喜ぶ」においてニ格・ヲ格のそれぞれと共起する名詞に偏りが見ら
れることを指摘し，「誘因」と「対象」の意味役割について考察する。
2．心理動詞の分類
心理動詞は，とる形式（格）に着目すると，
1．ニ格をとるもの（ニ格型心理動詞と呼ぶ）
2．ニ格とヲ格の両方をとるもの（両用型心理動詞と呼ぶ）
3．ヲ格をとるもの（ヲ格型心理動詞と呼ぶ）
の 3種類に分けられる（4）。この論文では，寺村（1982）に従い，「直接受
身」になるかならないかを基準として，ニ格型心理動詞をさらに 2種類に
分類する（5）。ここでは，「直接受身」にならないものをニ格誘
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詞，「直接受身」になるものをニ格対
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 
心理動詞と呼んで区別する。よ
って，心理動詞は（3）のように 4つの型に整理できる。このうち，（3 a
滷）のニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞が，格と意味役割にずれが見られるものであ
る。
（ 3 ）a．ニ格型心理動詞
漓ニ格誘因型：あきれる，あせる，あわてる，いじける，いらだ
つ，うっかりする，うっとりする，うろたえる，うんざりする，
おごる，おじける，おどろく，おののく，おびえる，おろおろす
る，がっかりする，ぎょっとする，こまる，こりる，しょげる，
じれる，しんみりする，てれる，はしゃぐ，はっとする，はにか
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む，びくつく，びっくりする，びびる，ほっとする，まごつく，
むくれる，めげる
滷ニ格対象型：あきる，あきあきする，あこがれる，こがれる，
ほれる，ほれぼれする，むかつく
b．両用型心理動詞
いかる，いきどおる，うれえる，おこる，おそれる，かなしむ，
くやむ，くるしむ，たのしむ，ためらう，なげく，なやむ，ひが
む，よろこぶ
c．ヲ格型心理動詞
あなどる，あやしむ，あやぶむ，あわれむ，いたむ，いつくし
む，いとう，いとおしむ，いぶかしむ，いぶかる，いむ，いやし
む，うたがう，うとむ，うとんじる，うやまう，うらむ，うらや
む，おしむ，きらう，このむ，さげすむ，したう，すく，そね
む，たっとぶ，とうとぶ，なつかしむ，にくむ，ねたむ，めでる
心理動詞の選択にあたっては『分類語彙表』を参考にした。分類は実例
を根拠に行っている（6）。そのため，個人の内省による判断と分類に差が生
じる場合があるかもしれない。両方の格をとることが確認できた心理動詞
であってもどちらかの格に極端に偏っていたものに関しては，両方の格を
とることが一般的とは考えられないため，両用型心理動詞には分類してい
ない。両用型心理動詞には偏りが比較的小さいものを選んでいる。よっ
て，（3 a, c）において，一般的とは言えないが別の格（ニ格型心理動詞：
ヲ格，ヲ格型心理動詞：ニ格）をとることが確認できた心理動詞が存在す
る。このような心理動詞には下線を付してある（7）。
心理動詞にはニ格やヲ格に加えて，「～ト」の引用節をとる場合があ
る。この論文では，心理動詞の格と意味役割の対応・ずれを考察するため
に，「～ト」の引用節をとるもの（「引用構文」）に着目する。
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3．「引用構文」における名詞句と引用節の関係
「引用構文」とは，引用節が，述語（述部）と相関する構造をもつ文の
ことである（藤田 2000）。藤田（2000）は，「引用構文」の引用節と述語
（述部）において，「事実上等しい動作・状態」を表す「具体－抽象の二重
表現的構造」のもの（「第蠢類」）と「共存する動作・状態」を表す「並示
的構造」のもの（「第蠡類」）という，2つの構造があることを明らかにし
た。次の（4）に藤田（2000 : 30−31）からの用例を挙げる。（4 a）は「第
蠢類」，（4 b）は「第蠡類」の構造をもつ。
（ 4）a．葉子も何かしら気のおける連中だと思った。（有島武郎「或る
女」）
b．私だけが上ると，三階の汚い四畳半で，若い貧乏な友人が，
「やア」と起き上がった。（尾崎一雄「暢気眼鏡」）
一方，心理動詞が「引用構文」の形をとるものを観察すると，その引用
節は心理動詞で表される感情と等しいものであることが分かる。（5 a, b）
に心理動詞による「引用構文」の用例を挙げる。
（ 5 ）a．斉藤さんの妻の恂子さん（六三）は「花が例年より遅くて気を
もんだ。咲いてほっとしました」と，「春の使者」の姿に喜ん
でいた。（『朝日』1996年 1月 24日，朝刊）
b．雨の後は特に色が鮮やかで，12日は訪れた人が紫や白，黄と
いった多彩な花を「さすがにきれい」と喜んでいた。（『朝日』
2002年 6月 13日，朝刊）
c．名詞句 引用節 心理動詞
││ │   ││
│└─ 衫 ─┘└─ 内実 ─┘│
│ │
└────── 衢 ──────┘
（5 a）の引用節「花が例年より遅くて気をもんだ。咲いてほっとしまし
た」と（5 b）の引用節「さすがにきれい」は心理動詞「喜ぶ」の内実を
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具体的に表現している。よって，心理動詞による「引用構文」は「第蠢
類」の構造をとると考えられる。この「第蠢類」の構造を，心理動詞によ
る「引用構文」に当てはめて考えると，引用節とニ格やヲ格で標示された
名詞句と心理動詞の関係は（5 c）のように捉えられる。
心理動詞の意味的特徴は共起する名詞句と密接な関係をもつと考えられ
るが，その関係は心理動詞と名詞句を（5 c衢）のように直接的につなげ
てみても明示的ではない。しかし，心理動詞の内実を示す引用節を用いる
ことで，心理動詞と名詞句の意味的関係を具体的な（5 c衫）の関係とし
て捉えなおすことができる（例えば（5 a）において，「「春の使者」の
姿」と「花が例年より遅くて気をもんだ。咲いてほっとしました」が結ぶ
関係は，「「春の使者」の姿」と「喜んでいた」が結ぶ関係より具体的に捉
えられる）。引用節と名詞句の意味的関係が明らかにできれば，その関係
によって「誘因」，「対象」の意味役割が捉えられる。そこで，格標示され
た名詞句と引用節との関係について考察する（8）。考察は次節から心理動詞
の型ごとに行う。
3. 1 ニ格誘因型心理動詞
引用構文で用いられるニ格誘
 
因
 
型
 
心理動詞を観察してみると，ニ格で標
示された名詞句が刺激となって感情が生まれ，その感情の応答・反応が引
用節として表出されるという関係が多く見られるように思われる。
（ 6）この 7月，高校 1年の娘が突然，バッサリ髪を切って帰宅した。
おそらく 40センチは短くなったであろう姿に「随分思い切ったな
あ」と驚いた。（『朝日』2005年 8月 19日，朝刊）
（ 7）声変わりしたばかりの初々しい舞い手に，「ほんとに隣の○○君な
の？」とうっとりしたり，おどけ役のひょうきんなしぐさや，ア
ドリブがポンポン飛び出す方言に笑い興じたり……。（『朝日』1999
年 9月 3日，朝刊）
（ 8）住専処理への公的資金導入や，消費税率アップといった決定に国
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民は何度「信を問え」といらだっただろうか。（『朝日』1996年 9月
20日，朝刊）
（6）においては，「おそらく 40センチは短くなったであろう姿」の知覚
がきっかけとなり，「随分思い切ったなあ」という「驚き」の感情表出が
ある。（7），（8）においては，「声変わりしたばかりの初々しい舞い手」，
「住専処理への公的資金導入や，消費税率アップといった決定」によっ
て，引用節のような「恍惚」，「いらだち」といった感情表出がある。この
ような関係を「刺激－応答」関係と呼ぶ。
3. 2 ヲ格型心理動詞
引用構文で用いられるヲ格型心理動詞を観察してみると，ヲ格で標示さ
れた名詞句が感情を抱いている人にとっての主題となり，引用節で説明・
判断がされるという関係が多く見られるように思われる。
（ 9）「現場にあったやつと同じだ」と答える伊藤さんを，刑事は「現場
のことを詳しく知り過ぎている」と怪しんだ。（『朝日』1988年 11月
29日，夕刊）
（10）「日本開催なら」「急造チームでなければ」といった見方を，山中
監督は「言い訳になる」と嫌った。（『朝日』1995 年 6 月 30 日，朝
刊）
（11）霍は「私は美術学部，陳凱歌は監督学部，張芸謀は撮影学部の同
せっさ た く ま
期。専攻を超えて切磋琢磨する雰囲気があった」と学生時代を懐
かしむ。（『朝日』2006年 6月 15日，朝刊）
（9）においては，「疑念」を抱いている「刑事」が，「「現場にあったや
つと同じだ」と答える伊藤さん」について，「現場のことを詳しく知り過
ぎている」と判断している。（10），（11）においては，「嫌悪」，「懐古」と
いった感情のもと，名詞句を主題として引用節において説明がされてい
る。このような関係を「主題－説明」関係と呼ぶ。
「主題－説明」関係として捉えられるということは，ヲ格で標示された
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名詞句を「主題」の「～ハ」で言い換えることによって確認できる。
（ 9）’「現場にあったやつと同じだ」と答える伊藤さんハ「現場のことを
詳しく知り過ぎている」
（10）’「日本開催なら」「急造チームでなければ」といった見方ハ「言い
訳になる」
（11）’学生時代ハ「私は美術学部，陳凱歌は監督学部，張芸謀は撮影学
部の同期。専攻を超えて切磋琢磨する雰囲気があった」
3. 3 両用型心理動詞
両用型心理動詞による「引用構文」に関しては，ニ格とヲ格の両方をと
るため，それぞれを分けて述べる。ニ格をとる両用型心理動詞の場合は，
ニ格で標示された名詞句と引用節の間に，「刺激－応答」関係が多く成り
立つ。
（12）南極点到達の知らせに喜一さんは「横断成功ではないが初志を貫
いたのだから，よくやったとほめてやりたい」と喜ぶ。（『朝日』1989
年 12月 12日，夕刊）
（13）クマの被害にあった地元では「クマとの共存なんてとんでもな
い」と保護論者の声に怒る。（『朝日』1988年 10月 29日，夕刊）
ヲ格をとる両用型心理動詞の場合は，ヲ格で標示された名詞句と引用節
の間に，「主題－説明」関係が多く成り立つ。
（14）バレンタイン監督との再会，アロマーらと並んでの入団発表……。
そのすべてを「すごくうれしい」と喜んだ。（『朝日』2001年 12月 22
日，朝刊）
（15）試合は 3−23の大差で負けた。このとき監督の本多は，点差ではな
く，勝ちたいという気持ちが薄れていると，選手を怒った。（『朝
日』1997年 7月 11日，朝刊）
これまでの分析から，心理動詞による「引用構文」において，「刺激－
応答」関係における「刺激」はニ格，「主題－説明」関係における「主
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題」はヲ格で標示されるという対応が浮かび上がる。しかし，このような
対応が見られないものがある。それが，次節で示すニ格対
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象
 
型
 
心理動詞で
ある。
3. 4 ニ格対象型心理動詞
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 
心理動詞による「引用構文」においては，ニ格で標示された
名詞句と引用節の間に，「主題－説明」関係が多く成り立つ。「主題－説
明」関係が成立しているのにもかかわらず，その「主題」がニ格で標示さ
れているという意味において，ずれが生じている。
（16）地元の野球チームでは右翼手。「守備がうまくてかっこいい」と，
プロ野球選手のイチローにあこがれる。（『朝日』2006年 7月 12日，
朝刊）
（17）それまで，取引先の接待は苦痛でたまらなかったが，ある人に紹
介された吟醸酒に「なんてうまいんだ」とほれた。（『毎日』2002年
11月 1日，朝刊）
（18）夕暮れの日と川に溶け合ったような姿（清水注：撮影の際の公募
モデルの姿）に，僕とヘア＆メークの新井さんなんか「いいなー，
いいなー」って惚れ惚れしていたんだけど。（『朝日』2002年 10月 11
日，週刊，週刊朝日）
ニ格対象型心理動詞のニ格は「主題」の「～ハ」で言い換えることがで
きる。引用節はニ格で標示された名詞句についての特徴や性質が述べられ
ている部分である。
（16）’プロ野球選手のイチローハ「守備がうまくてかっこいい」
（17）’ある人に紹介された吟醸酒ハ「なんてうまいんだ」
（18）’夕暮れの日と川に溶け合ったような姿ハ「いいなー，いいなー」
3. 5 一般的ではない格をとる心理動詞
心理動詞は一般的にとるとされる以外の格をとる場合がある。次の
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（19）にヲ格型心理動詞がニ格をとった場合，（20）にニ格誘
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がヲ格をとった場合，（21）にニ格対
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象
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型
 
心理動詞がヲ格をとった場合の
用例を挙げる。
（19）麻酔医は，心臓病患者の背中にあった心不全のはり薬や髪の毛の
長さにいぶかりながらも，別人だとまでは考えが及ばなかった。
（『読売』1999年 2月 25日，東京朝刊）
（20）木村健自治医科大学教授（消化器内科）は最近の消化性潰瘍の治療
の変貌ぶりを驚く。（『朝日』1998年 4月 13日，週刊，アエラ）
（21）人は有名な場所をあこがれる一方で，なんとなく敬遠する気持ち
もあるものだ。（『朝日』2004年 6月 7日，朝刊）
一般的ではない格をとる心理動詞も「引用構文」の形をとるものがあ
る。その「引用構文」においては，（22）のようにニ格をとる場合は「刺
激－応答」関係，（23），（24）のようにヲ格をとる場合は「主題－説明」
関係が多く成り立つ。
（22）初めての海外勤務に周囲は「六十を過ぎて何で外国に？」といぶ
かった。（『朝日』1995年 1月 5日，朝刊）
（23）「TV ガイド」の小林武範編集長は，サップの人気ぶりを「過去に
例がない」と驚く。（『朝日』2003年 1月 27日，週刊，アエラ）
（24）「若いのに出来る男だ」といった兄や父たちによる子規の噂（うわ
さ）話は聴いていた。その子規や兄たちの集まりを，「口には天下
国家を論じ，筆には漢文以外のものは書こうとしなかった」とあ
こがれる。（『朝日』1999年 7月 2日，朝刊）
一般的ではない格をとる場合でも，ニ格が「刺激－応答」関係，ヲ格が
「主題－説明」関係に対応することは，「主題－説明」関係の成立にもかか
わらず，その「主題」がニ格で標示されるという，ニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞の
ずれを際立たせている。
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3. 6 「刺激－応答」・「主題－説明」関係から見た「誘因」・「対象」
前節までの考察によりニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞のずれ（ニ格：対象）が示さ
れた。一方，「主題－説明」関係の成立という観点に着目すると，ニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞はヲ格型心理動詞や両用型心理動詞（ヲ格をとるもの）と意
味的に類似した性質をもっているということになる。このことから，心理
動詞全体は，2つのグループ（「刺激－応答」，「主題－説明」）に大別でき
る。
（25）a．「刺激－応答」グループ
ニ格誘因型心理動詞
両用型心理動詞（ニ格をとるもの）
b．「主題－説明」グループ
ニ格対象型心理動詞
両用型心理動詞（ヲ格をとるもの）
ヲ格型心理動詞
「刺激－応答」関係における「刺激」を「誘因」，「主題－説明」関係に
おける「主題」を「対象」として捉えなおすと，（25 a）の「刺激－応
答」グループは「誘因」，（25 b）の「主題－説明」グループは「対象」の
意味役割を共通してもつと考えることができる。
一方，「誘因」，「対象」に関しては，これまでラベルが貼られただけ
で，違いを実証するということはされていない。そこで，次節では，「誘
因」，「対象」の意味役割がどのようなものかについて考察する。よって，
ニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞に関しては，前節までのようにずれが取り上げられる
のではなく，「対象」の意味役割をもつという，「主題－説明」グループと
しての共通点が取り上げられることになる。
4．「誘因」と「対象」の意味役割
ここでは，「刺激－応答」，「主題－説明」の両方のグループにまたがる
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両用型心理動詞（「喜ぶ」）に着目し，共起する名詞がニ格とヲ格で異なっ
ていることを示すことによって，「誘因」，「対象」について考察する。
4. 1 「喜ぶ」
「喜ぶ」と共起する名詞についてのデータは，朝日 DNA（朝日新聞社）
において，以下に挙げる名詞との「AND 検索」によって得られたもので
ある（9）。「AND 検索」に用いた名詞は，「反響，贈り物，プレゼント，知
らせ，判決，勝訴，収穫，再会，当選，成功，合格，豊作，失敗」の 13
種類である（10）。データの範囲は，1984年 8月から 2003年 12月までであ
る（11）。
ここで，仮に，格標示の偏りによって，全体を 3つのタイプに分ける。
ニ格で標示される割合が高かった名詞をニ格型，ニ格，ヲ格で標示される
割合が同程度（50±10％）であった名詞を中間型，ヲ格で標示される割合
が高かった名詞をヲ格型とする。
（26）a．ニ格型：反響，贈り物，プレゼント
b．中間型：知らせ，判決
c．ヲ格型：勝訴，収穫，再会，当選，成功，合格，豊作，失敗
ニ格型の名詞は，はっきりと予想，予定ができないような，「意外性」
のあるものである。一方，ヲ格型の名詞は，全て待ち望むような，「期待
表 1 「喜ぶ」と共起した名詞と格標示
名詞
格標示
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ニ格 15 17 36 18 12 2 2 6 3 2 0 0 0
ヲ格 5 8 20 12 15 12 27 144 79 45 38 22 5
合計 20 25 56 30 27 14 29 150 82 47 38 22 5
ニ格（％） 75 68 64 60 44 14 7 4 4 4 0 0 0
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性」のあるものとなっている。特に，ヲ格型における「失敗」の用例は，
「期待性」に関して示唆的である。常識的には喜ぶべきではない「失敗」
は，望まれて喜ばれるものとなっているからである。
（27）自分より成績の良い生徒の失敗を喜び，教師受けの良い子は「ブ
リっ子」といじめられる。（『朝日』1992年 12月 23日，朝刊）
（28）「建物に掲げてあった赤旗は，全部ロシア共和国の旗になってい
た」「みんなクーデターの失敗を喜んでいた」。ソ連共産党の建物
には，人の姿はなかったという。（『朝日』1991年 9月 8日，朝刊）
また，「知らせ」，「判決」は，意外なものや待ち望むものからの中立的
な意味によって，中間型に位置していると考えられる。
4. 2 修飾語と名詞
前節では，名詞の意味が格との共起に影響することを示した。しかし，
それは，意味によってニ格かヲ格のどちらかの格としか共起しない名詞が
あるということを意味するわけではない。用例を詳しく見ると，ニ格で標
示された名詞に，「思わぬ，予想外の」といった意味をもつ修飾語（「思わ
ぬタイプ」の修飾語と呼ぶ）が多く伴っていることが分かる。次の（29）
に「反響」，（30）に「プレゼント」に伴っていた修飾語を，それぞれの格
ごとに分けて示す（12）。（29），（30）における下線を付した分数は，それぞ
れの格において，修飾語を伴っていた名詞の数を「喜ぶ」と共起した名詞
の総数で除したものである。
（29）「反響」に伴っていた修飾語
a．ニ格 13/15（「思わぬタイプ」の修飾語は 13例中 11例）
思わぬ 5，予想以上の 4，予想外の 2／大きな 2
b．ヲ格 2/5（「思わぬタイプ」の修飾語は 2例中 0例）
大きな 2
（30）「プレゼント」に伴っていた修飾語
a．ニ格 34/36（「思わぬタイプ」の修飾語は 34例中 24例）
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思わぬ 15，思いがけない 8，突然の／一足早い 2，音楽や手紙
の，下駄の，手作りの，通産省からのいきな，日本からの，帆
船航海の，父の，没後 60年の区切りの年の
b．ヲ格 18/20（「思わぬタイプ」の修飾語は 18例中 3例）
旅先での思いがけない，思いもよらなかった，思わぬ／一足早
い 2，一カ月早い，スイスからの，粋な，善意の，高校生ら
の，幼稚園に通う長女が摘んだ草花の，折り紙の，砂糖を食べ
ずにためたというこの，まくら元に新聞紙に包まれていた，り
んごと黄色い箱のミルクキャラメルの，個展の，一生懸命作っ
た，この
（29），（30）は，ニ格で標示された「反響」「プレゼント」に，「思わぬ
タイプ」の修飾語が多い（「反響」：13例中 11例，「プレゼント」：34例中
24例）のに対し，ヲ格で標示された「反響」「プレゼント」に，それが少
ない（「反響」：2例中 0例，「プレゼント」：18例中 3例）ことを示す。こ
のことは，ニ格で標示された名詞が「意外性」でもって捉えられていると
いう 4. 1節の分析を裏付けている。
4. 1節と 4. 2節の分析から，ニ格とヲ格では結びついている意味の特徴
が異なることが示された。この異なりは，ニ格で標示された名詞句とヲ格
で標示された名詞句がそれぞれ異なった意味役割をもっていることから生
じていると解釈できる。この解釈のもとで，寺村（1982）に従うと，両用
型心理動詞のニ格は「誘因」，ヲ格は「対象」と捉えることができる。
5．おわりに
この論文では，心理動詞による「引用構文」における 2つの意味関係
（「刺激－応答」関係，「主題－説明」関係）から，格と意味役割の対応・
ずれについて考察した。また，両用型心理動詞の「喜ぶ」を用いて，共起
する名詞がニ格とヲ格で意味的に異なっていること（ニ格と共起：「意外
心理動詞の格と意味役割の対応・ずれ ３５
性」，ヲ格と共起：「期待性」）を示し，「誘因」，「対象」を捉えた。格と意
味役割と「引用構文」における関係についてまとめると，表 2のようにな
る。
表 2は，心理動詞において，ニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞を除けば，ニ格は「誘
因」，ヲ格は「対象」という対応が見られることを示している。ニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞は，ニ格が「対象」であるという意味においてずれている。
ただし，表 2で示したような，心理動詞の型ごとの「引用構文」におけ
る関係は，全ての用例において成り立つわけではない。では，どの程度，
心理動詞の型と「刺激－応答」関係，「主題－説明」関係それぞれが相関
するのであろうか。両用型心理動詞「喜ぶ」を用いて，具体的な値を示し
ておく。「喜ぶ」による「引用構文」のデータは，朝日 DNA（朝日新聞
社）において，（ア）二格およびヲ格をとる「喜ぶ」を収集，（イ）そのう
ち，引用節と共起するものを抽出，という順序で得たものである（13）。デ
ータの範囲は 1984年 8月から 2003年 8月までである。
調査結果は，ニ格をとる場合には「刺激－応答」関係が 63％の割合で
成り立ち，ヲ格をとる場合には「主題－説明」関係が 82％の割合で成り
立つというものであった（14）。よって，「引用構文」による分析は，傾向差
のあるデータをもとにしているということになる。しかし，「引用構文」
による分析結果は，先行研究に対応しており，妥当性があると考えられ
る。
表 2 格と意味役割と「引用構文」における関係
型 例 格 意味役割 「引用構文」における関係
ニ格誘因 物音ニ驚く ニ 誘因 刺激－応答
ニ格対象 歌手ニ憧れる ニ 対象 主題－説明
両用
知らせニ喜ぶ ニ 誘因 刺激－応答
再会ヲ喜ぶ ヲ 対象 主題－説明
ヲ格 戦争ヲ憎む ヲ 対象 主題－説明
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この論文は，心理動詞の格と意味役割においてニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞がず
れているということを，先行研究の「直接受身」という視点とは別の「引
用構文」という視点から指摘したという意味合いをもつ。今後の課題とし
て，「直接受身」の観点に加え，「文法的なヴォイスの対立」（15）について
も，考察を行いたい。また，この論文においては，ニ格対
 
象
 
型
 
心理動詞の
ニ格とヲ格型・両用型心理動詞のヲ格が，同じ「対象」という意味役割で
捉えられることを述べた。ニ格の中にヲ格に類似した性質をもつものがあ
るということはこれまでに指摘されてきたが（杉本 1991など），しかしニ
格とヲ格という異なった形式で現れている以上，そこには何らかの差があ
るはずである。山田（1936 : 413−415）は，ニ格は「静的目標」，ヲ格は
「動的目標」の性質をもつとしているが，このようなニ格とヲ格の意
 
味
 
の
差を，「対象」という意
 
味
 
役
 
割
 
の中でどのように捉えるのかが喫緊の課題
となるであろう。
注
盧 「人の内的事象」を捉える動詞群は，工藤（1995）において「内的情態動
詞」として分類されている。
盪 この論文では，格助詞で明示される形式を格と呼び，その形式が担う意味を
意味役割と呼ぶ。
蘯 佐藤（1997）は，寺村（1982）を受けてニ格をとる心理動詞を分析し，「直
接受身」になるニ格は「感情の対象（Target of Emotion）」であり，ならない
ものは「原因（Causer）」であるとしている。
盻 両用型心理動詞について指摘し，心理動詞を 3分類した先行研究に Bando
（1996）がある。
眈 寺村（1982 : 3章）では，「直接受身」になるものを他動詞とし，他動詞に
ついては，「対象を表わす名詞が「ヲ」をとるものと，「ニ」をとるものとあ
る」と述べている。「直接受身」になるという統語的特徴がある心理動詞
（ニ格をとるものとヲ格をとるものの両方）は他動詞として捉えられるが，
この論文では，心理動詞の自他の問題については立ち入らない。心理動詞の
自他の区別については，三原（2000）が論じている。
眇 この論文で用いたデータベースは，『朝日 DNA～聞蔵（きくぞう）～』，『産
経新聞ニュース検索サービス the Sankei Archives』，『日経テレコン 21』，『毎
心理動詞の格と意味役割の対応・ずれ ３７
日 News パック』，『ヨミダス文書館』である。
眄 一般的ではない格をとる場合の心理動詞に関しては，3. 5節で議論する。
眩 心理動詞による「引用構文」は，いわゆる「認識動詞構文」とは性質が異な
る。それは，「認識動詞構文」は，ヲ格名詞句と引用節に語順上の制約があ
るのに対し（益岡 1987 : 145），心理動詞による「引用構文」においては格
標示された名詞句と引用節に語順上の制約が見られないからである。さら
に，心理動詞による「引用構文」においては，引用節は省略が可能である。
眤 このデータベースには，『AERA』，『週刊朝日』のデータも含まれており，
それぞれデータ収録の開始時期は異なっている。また，著作権などの関係で
本文を表示できない記事に関しては，データの範囲外とした。
眞 「AND 検索」に用いた名詞は，ニ格・ヲ格との共起を調べた予備調査の結果
において，共起頻度の高かったものである（ただし，「失敗」は「成功」の
対義語としてデータを収集した）。予備調査では，ヲ格，ニ格が「喜ぶ」に
隣接しているものを見た。
眥 「喜ぶ」を分析対象としたのは，用例数が多いことによる。また，漢字の
「喜ぶ」の他に，ひらがなの「よろこぶ」も分析対象としている。ただし，
「悦」などの別表記の「よろこぶ」に関しては分析対象としていない。
眦 「クリスマスプレゼント」のような「名詞＋名詞」の形をとる複合名詞は，
修飾語をとらない名詞としている。
眛 ニ格をとるデータは 272，ヲ格をとるデータは 930であり，「引用構文」の
形をとっていたものは，それぞれ，19, 197であった。なお，このデータに
関して注意点を挙げておく。（ア）において収集したニ格およびヲ格をとる
「喜ぶ」は，それぞれの格が「喜ぶ」に隣接しているもののみである。その
ため，ニ格，ヲ格をとる全用例が収集できていない。また，格が「喜ぶ」に
隣接するということは，引用節が格標示された名詞句より必ず先行している
ということを意味する。
眷 データの内訳は，引用節とニ格をとるもの：「刺激－応答」関係 12，「主題
－説明」関係 7，引用節とヲ格をとるもの：「刺激－応答」関係 35，「主題－
説明」関係 162である。
眸 「文法的なヴォイスの対立」は，野田（1991 a, 1991 b）において「増減型」，
「交替型」，「間接型」の 3種類に区別されている。
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